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平成24年新成人を祝う会での一コマ

▶入室期間	 平成25年4月1日～平成26年3月31日
▶対　　象	 保護者の就労などにより昼間常時留守と
なる家庭の市立小学校に通う1年生から3年生までの
児童

▶注意事項	 現在入室されている方も毎年申請が必要
となります。

▶募集人数

▶保 育 料	 1人月7,000円（おやつ代別）※太井学童
保育室は、学童保育室で設定していますので、直接
問い合わせください。

▶保育時間	 [通常]放課後～午後7時、[土曜日・夏休
みなど]午前7時30分～午後7時※太井学童保育室は
公設学童と同じです。

▶申請書配布
　【公設】10月10日㈬から子育て支援課または各学童

保育室
　【民設】11月1日㈭から太井学童保育室
▶申請期間
　【公設】10月22日㈪～11月9日㈮に子育て支援課ま

たは各学童保育室
　【民設】11月12日㈪～平成25年2月28日㈭に太井学

童保育室
▶そ の 他	 入室決定は申し込み順ではありません。
申し込みが定員を超えた場合は、保護者の勤務状況
などにより入室の可否を決定します。

▶問い合わせ
　【公設】同課保育担当（内線263）または子育て総合支

援窓口☎556―2011
　【民設】太井学童保育室☎556―5340

　保育所は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護
者の委託を受けて保育する児童福祉施設です。保育所
に入所できる児童は、保護者に次のいずれかの事情が
ある場合で、祖父母など親以外の方が児童を保育でき
る場合は該当しません。
・昼間常に家庭外で仕事をしている場合
・昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
・出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
・長期にわたり、同居の家族の看護などに当たってい
る場合
・震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たって
いる場合

▶申請期間　 11月12日㈪～26日㈪
▶申請場所　入所を希望する保育所※申込書は11月
１日㈭から各保育所で配布

▶そ の 他　市外の保育所を希望する場合は、子育て
支援課で11月1日㈭から申込書を配布します。　

▶問い合わせ　同課保育担当（内線263）

平成25年度
学童保育室の入室児童を募集します

平成25年度
保育所入所児童を募集します

区　分 名　　称 場　　　所 定　員

公　設

中 央 学 童 保 育 室 中央小学校敷地内 60人
西 学 童 保 育 室 西小学校敷地内 70人
東 学 童 保 育 室 東小学校敷地内 60人

北 学 童 保 育 室 谷郷2486―3
旧上谷第一住宅跡 46人

さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 45人
南 学 童 保 育 室 南小学校敷地内 44人
太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 49人
泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 55人
埼 玉 学 童 保 育 室 埼玉小学校敷地内 48人
南河原学童保育室 南河原支所内 60人
下 忍 学 童 保 育 室 下忍小学校敷地内 36人
荒 木 学 童 保 育 室 荒木小学校敷地内 34人

民　設 太 井 学 童 保 育 室 棚田町1―58―10 30人
保育所名 住　　所 電話番号 定　員

若 葉 保 育 園 行田11―10 556―2797 150人

和 光 保 育 園 佐間3―20―3 556―2503 130人

白 鳩 保 育 園 駒形2―7―7 554―5221 60人

ホ ザ ナ 保 育 園 荒木1590―1 559―1543 110人

太 井 保 育 園 棚田町1―58―10 556―5340 90人

小羊チャイルドセンター 若小玉3547―1 556―7753 70人

太 田 保 育 園 藤間510―3 559―3644 120人

行 田 保 育 園 荒木4961 557―2943 90人

埼 玉 保 育 園 埼玉4595―1 559―2433 100人

持 田 保 育 園 城西4―3―4 556―5456 90人

長 野 保 育 園 長野1―34―5 553―3177 90人

南 河 原 保 育 園 南河原851 557―3234 60人

▼
日
時　
平
成
25
年
1
月
13
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
会

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル

平
成
25
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

　
毎
年
、
新
成
人
を
祝

う
会
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
新
成
人
を

祝
う
会
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
実
行
委
員
会
回
数　

3
～
5
回
※
第
1
回

実
行
委
員
会
は
10
月

26
日
㈮
を
予
定

▼
時
間　
午
後
7
時
～
9
時

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
2
Ａ
会
議
室

▼
対
象　
平
成
4
年
4
月
2
日
～
平
成
5
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
募
集
人
数　
10
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
つ
く
り
支

援
課
生
涯
学
習
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　
11
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
、
コ
ミ
ュ
二
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
、
忍
・
行
田
公
民
館

（
３
日
の
み
）、
埼
玉
公
民
館
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学

習
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

平
成
25
年

行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会

第
64
回
行
田
市
文
化
祭
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　私立幼稚園は、それぞれの園において特色ある保育内容
と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意していま
す。市内の幼稚園に入園を希望される方は、下記の幼稚園
に直接問い合わせください。
　また、未就園児を対象とした体験保育や園庭開放なども
行っており、見学も可能です。

▶願書受付　 11月1日㈭から
　※案内は各園で配布しています。

【2年保育】
　平成20年4月2日〜21年4月1日生まれのお子さん
【3年保育】
　平成21年4月2日〜22年4月1日生まれのお子さん
【4年保育】
平成22年4月2日〜23年4月1日生まれのお子さん
（4年保育の募集人数など詳細は各園に問い合わせくださ
い）

※所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料などが
減免される制度があります。詳細は平成25年6月以降に
幼稚園を通じてお知らせします。
※長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度もあります。
※問い合わせは各園にお願いします。

平成25年度
私立幼稚園入園児を募集します

園　　名 住　　所 電話番号

老 本 幼 稚 園 旭町 16―38 553―2771

行 田 幼 稚 園 富士見町 2―27―5 554―5169

富 士見ヶ丘幼稚園 駒形 1―9―7 556―7494

ホ ザ ナ 幼 稚 園 本丸 11―20 555―2301

ま つ た け 幼 稚 園 門井町 2―19―9 554―7348

南 河 原 幼 稚 園 南河原 777―2 557―0234

や ご う 幼 稚 園 谷郷 2―5―1 554―5752

や な ぎ 幼 稚 園 渡柳 563―3 559―1001

▼
日
時　
11
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
0
時

30
分
（
午
前
9
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
障
害
者
（児）

▼
内
容　
風
船
バ
レ
ー
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

上
履
き

▼
申
し
込
み　
10
月
19
日
㈮
ま
で
に
参
加
申
込

書
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
の

で
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
10
月
19
日

㈮
ま
で
に
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
障
害
福
祉
担
当
（
内
線

2
6
6
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
4
―
6
7
0
1

ま
た
は
同
協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
業
務
内
容　
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
の
認
定

調
査

▼
応
募
資
格　
介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
ま

た
は
そ
の
他
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
し
て

の
専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
い
る
方
で
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方

▼
勤
務
時
間　
週
に
20
時
間
未
満
（
勤
務
詳
細

は
応
相
談
）

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
時
給　
1
千
1
0
0
円

▼
申
し
込
み　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
26
日
㈮
ま

で
に
直
接
高
齢
者
福
祉
課
※
後
日
面
接
の
日

程
を
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
介
護
認
定
担
当
（
内
線

2
6
9
）

　
9
月
30
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更
新
に

伴
い
、
新
し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
お

送
り
し
ま
し
た
。
10
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険

証（
ピ
ン
ク
）を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

旧
保
険
証
は
、
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
・
喪
失
手
続
き
は
お
早
め
に

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
は
本
人
と
同
じ
世
帯
の

方
が
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
加
入
は
届
け

出
の
日
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
と
な
り
ま
す
。
届
け

出
が
遅
れ
る
と
国
民
健
康
保
険
税
も
加
入
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
と
な
り
ま
す
の

で
、
1
回
の
支
払
い
額
が
高
額
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
の
保
険
証
を
提
示
し

診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
保
が
負
担
し
た

診
療
費
を
行
田
市
国
保
に
返
金
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
国
保
担
当（
内

線
2
7
1
）

第
14
回
行
田
市
障
害
者
（児）
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

介
護
保
険
認
定
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
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▼
日
時　
10
月
20
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

4
時

▼
集
合
場
所　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

▼
内
容　

藍あ
い

染
め
体
験
（
牧
禎
舎
）、
足
袋
と

く
ら
し
の
博
物
館
・
足
袋
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門

な
ど
の
見
学

▼
定
員　
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
1
千
5
0
0
円
（
昼
食
代
、
藍
染

め
体
験
料
、
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

▼
主
催　

行
田
市
教
育
委
員
会
、
N
P
O
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
1
日
㈪
か

ら
電
話
で
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
担
当

☎
5
5
3
―
3
5
8
1

▼
日
時　
11
月
18
日
㈰
午
前
8
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
ご
ろ　

▼
集
合
場
所　
市
民
プ
ー
ル
脇
広
場　

▼
コ
ー
ス　

市
民
プ
ー
ル
脇
広
場
→
諏
訪
神

社
・
忍
城
址
→
下
忍
口
→
持
田
口
→
皿
尾
口

→
谷
郷
口
→
長
野
口
→
大
手
門
→
清
善
寺
→

高
源
寺
→
市
民
プ
ー
ル
脇
広
場

▼
対
象　
小
学
生
以
上
の
方
※
小
学
生
は
保
護

者
ま
た
は
成
人
同
伴
の
こ
と　

▼
参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）　

▼
主
催　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

▼
後
援　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
持
ち
物　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
雨

近
代
化
遺
産
全
国
一
斉
公
開
協
賛
事
業

足
袋
蔵
め
ぐ
り
2
0
1
2

第
13
回
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
の
ぼ
う
様
合
戦
コ
ー
ス
）

第
56
回
“
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
”

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

具
（
傘
以
外
）、
飲
み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

▼
そ
の
他　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座
「
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
歩
こ
う
」
も
開
催

▼
申
し
込
み　
10
月
2
日
㈫
～
11
月
2
日
㈮
の

午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
、
各
公
民
館
（
月
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
振
興
担
当
☎
5
5
6
―

8
3
3
6

▼
日
時　
11
月
25
日
㈰
午
後
8
時
30
分
開
会

▼
場
所　

総
合
公
園
自
由
広
場
お
よ
び
周
回

コ
ー
ス

▼
種
目
・
参
加
資
格

【
3
0
9
0
ｍ
コ
ー
ス
（
1
人
3
0
9
0
ｍ
で

5
区
間
継
走
）】

○
一
般
男
子
の
部
：
16
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
の
健
康
な
方

○
高
校
男
子
・
女
子
の
部

○
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

【
1
1
5
0
ｍ
コ
ー
ス
（
1
人
1
1
5
0
ｍ
で

5
区
間
継
走
）】
※
た
だ
し
小
学
生
の
部
の

第
1
区
は
1
2
0
0
ｍ

○
地
区
体
協
の
部
：
各
地
区
体
育
協
会
な
ら

び
に
該
当
地
域
に
在
住
の
方
（
学
生
・
生

徒
は
除
く
）

○
一
般
男
子
・
女
子
の
部
：
16
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
）
の
健
康
な
方

○
小
学
生
男
子
・
女
子
の
部
：
市
内
に
在
学

ま
た
は
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
し

て
い
る
小
学
4
年
生
以
上
の
児
童

▼
参
加
規
程　
1
チ
ー
ム
正
選
手
5
人
（
補
欠

は
2
人
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
可
）

▼
参
加
費　
1
チ
ー
ム
1
千
円
（
保
険
料
な
ど
）

▼
申
し
込
み　
10
月
1
日
㈪
～
26
日
㈮
の
午
前

9
時
～
午
後
8
時
（
10
月
9
日
㈫
・
22
日
㈪

は
午
後
4
時
ま
で
）
に
参
加
費
を
添
え
て
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
担
当

☎
5
5
6
―
8
3
3
6

▼
日
時　
11
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
1
時

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
調
理
室

▼
講
師　
堀
口
貴
子
さ
ん

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

5
0
0
円

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ス
リ
ッ
パ
、
三
角
巾

▼
協
力　
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
研
究
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
14
日
㈰
～

11
月
6
日
㈫
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
5
5
6
―
9
3
0
1
※
ひ
と

と
き
保
育
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
の
申

し
込
み
は
11
月
1
日
㈭
ま
で

▼
日
時　
10
月
21
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
3
時

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
2
階
学
習
室

▼
内
容　
講
演
「
パ
ン
屋
さ
ん
の
一
日
～
フ
リ
ー

タ
ー
か
ら
自
営
業
へ
」、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

▼
講
師　
平
川
真
之
さ
ん
（
翠す

い
ぎ
ょ
く
ど
う

玉
堂
パ
ン
屋
店

主
）

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、
就
職
活

動
や
再
就
職
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
を
持
ち

た
い
方
な
ど

▼
定
員　
50
人

▼
参
加
費　
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
2
日
㈫
～

18
日
㈭
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
☎
5
5
6
―
9
3
0
1
※
ひ
と
と

き
保
育
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
の
申
し

込
み
は
10
月
10
日
㈬
ま
で

　
市
民
、観
光
客
が
憩
え
る
場
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
日
時　
10
月
21
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
ご
ろ

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

▼
内
容　
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
用
し
た
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
の
組
み
立
て
と
設
置

▼
募
集
人
数　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
、
作
業
用
手
袋

▼
申
し
込
み　
氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

10
月
12
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
地
域
づ
く
り
支
援
課
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
3
0
8
3
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

chiikizukuri@
city.gyoda.lg.jp

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
協
働
推
進
担
当
（
内
線

2
5
3
）

　
男
性
料
理
教
室

「
お
つ
ま
み
に
も
な
る
ご
当
地
グ
ル
メ

～
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
を
作
ろ
う
！
～
」

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
一
緒
に
作
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

「
お
仕
事
講
座
！
」

女
も
男
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
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浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、「
保
守
点
検
」

「
清
掃
」
と
は
別
に
、
年
１
回
の
「
定
期
水
質
検

査
」
の
受
検
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
水
環
境
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
も
、
浄
化
槽

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
定
期
水
質
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
定
期
水
質
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
知
事
指
定
検
査
機
関
が
契
約
し

て
い
る
保
守
点
検
業
者
や
清
掃
業
者
に
連
絡
し

て
、
検
査
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
水
質
検
査
手
数
料　
10
人
槽
以
下
（
家

庭
用
浄
化
槽
）　
5
千
円

※
11
人
槽
以
上
の
場
合
は
、
人
槽
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
㈳
埼
玉

県
浄
化
槽
協
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会
法
定
検
査
部
☎

5
3
3
―
4
7
0
0
（
熊
谷
市
新
堀
9
1
5

―
10
）

　
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
ご
み
か

ら
簡
易
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
爆
発
や
火
災
な
ど
の
危
険
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
使
い
き
り
、
中
の
ガ
ス
を
抜
い
た
後
に
資

源
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

5
5
6
―
9
5
3
0

　
本
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
品
物
は
無
料
で
、
登
録
期
間
は
３
カ
月
で

す
。
な
お
、
規
格
や
大
き
さ
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
猫
用
ト
イ
レ　
▽
食
器
洗
い
機　
▽
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ　
▽
ラ
ン
ド
セ
ル　
▽
姿
見　
▽

電
気
こ
た
つ　

▽
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
（
大
・
小
）　

▽
食
卓
机
（
い
す
6
脚
）　

▽
金
庫　

▽
折
り

た
た
み
自
転
車　
▽
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー　
▽
ソ

フ
ァ　
▽
有
線
ア
ン
テ
ナ　
▽
電
動
式
ベ
ッ
ド　

▽
デ
ス
ク
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
電
気
冷
蔵
庫
（
2
ド
ア
タ
イ
プ
）　
▽
食
器

棚　

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
2
台
）　

▽
8
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
レ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー　
▽
和
だ
ん
す　
▽
三
輪

自
転
車
（
大
人
用
）　

▽
耕
運
機
（
家
庭
用
）　

▽
製
め
ん
機
（
家
庭
用
）　
▽
デ
ジ
タ
ル
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ　

▽
ド
レ
ッ
サ
ー　

▽
草
刈
り

機
（
家
庭
用
）　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト　
▽
ベ
ビ
ー
カ
ー　
▽
C
D
・

M
D
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
（
後
部
荷
台
用
）　
▽
裁
縫
セ
ッ
ト

（
針
箱
・
針
ぼ
う
ず
）

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

5
5
6
―
9
5
3
0　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3

―
0
7
9
2

▼
日
時　
10
月
26
日
㈮
午
後
2
時
開
演

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
50
年
前
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
夢
を
断
た

れ
た
主
人
公
が
、
か
つ
て
の
バ
ン
ド
仲
間
を

探
し
、
自
分
の
や
り
残
し
た
人
生
を
取
り
戻

す
最
後
の
旅
に
出
る
ス
ト
ー
リ
ー　

▼
入
場
料　
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
内
）
☎
5
5
6
―

8
3
1
9

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　
【
星
宮
】
10
月
16
日
㈫
午
後
7
時
～
8
時
30

分
・
星
宮
公
民
館

　
【
太
井
】
11
月
6
日
㈫
午
後
7
時
～
8
時
30

分
・
太
井
公
民
館

▼
対
象　
該
当
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
3
1
8
）

▼
日
時　
10
月
18
日
㈭
午
後
2
時
～
4
時
10
分

▼
場
所　

加
須
市
騎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
加
須
市
下
崎
4
0
4
―
1
）

▼
内
容　
建
築
士
に
よ
る
無
料
建
築
相
談
や
無

料
簡
易
耐
震
診
断
、「
み
ど
り
と
川
の
再
生
」

「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
報
告
」
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演

▼
参
加
費　
無
料

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　
開
発
指
導
課
建
築
指
導
担
当

☎
5
5
0
―
1
5
5
1

第
2
期
納
期
限　

10
月
29
日
㈪

　

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
供
用
開
始
と

な
っ
た
時
点
で
、
使
用
の
有
無
を
問
わ
ず
土
地

の
面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担

金
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買・

相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
業
務
担
当
☎
5
6
4
―

0
3
0
3（
前
谷
1
―
1
・
水
道
庁
舎
内
）

不
用
品
情
報

10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

浄
化
槽
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

ス
プ
レ
ー
缶
は
資
源
物
で
出
し

て
く
だ
さ
い

住
宅
・
建
築
の

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

行
田
市
人
権
教
育
講
座

人
権
啓
発
映
画『
ふ
た
た
び
』上
映
会

「
市
政
懇
談
会
」

ご
参
加
く
だ
さ
い
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）

日　　時	 10月31日㈬
　　　　	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所	 保健センター
対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

ママ・パパ教室
　楽しく友達づくりをしながら、妊娠・出産・子育て
について学びませんか。
日　　時	 11月6日㈫・22日㈭、12月4日㈫・20日

㈭午後１時30分～４時（11月22日のみ午
前10時～午後2時30分）

	 ※4日間で1コース
場　　所　保健センター（11月22日のみVIVAぎょうだ）
内　　容　マタニティー・ヨガ、妊娠中と産後の生活

の話、子どもの成長と育児の話、先輩ママ
の話、調理実習、沐

もく

浴
よく

実習など
対　　象　妊婦さんとその家族
	 ※すでにお子さんがいる方でも、教室の人

数に余裕がある場合は参加できます。
申し込み・問い合わせ　直接または電話で保健センター

子どもの健康
乳幼児健診

名　　称	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児
歯科健診、3歳児健診

そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診
していない方は保健センターへご連絡
ください。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時		 11月1日㈭午後1時30分～2時
　対　　象		 平成24年7月4日～28日生まれのお子さ

ん
※対象児以外でまだ受けていないお子さんは（６カ
月未満）この機会に受けてください。なお、ワク
チンの準備などがありますので、事前に電話にて
ご連絡ください。

　予防接種の最新情報（9月5日現在）
　・9月1日から不活化ポリオワクチンの予防接種

が開始されました。７歳６カ月未満で生ポリ
オワクチンを2回終了していない方、もしくは
不活化ポリオワクチンを3回接種していない方
は、予診票をお渡ししますので、母子健康手帳
を持参の上、保健センターにお越しください。

　・厚生労働省では、11月1日から四種（沈降精製
百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ）
混合予防接種が導入される予定です。実施方法
は、「市報ぎょうだ」などでお知らせします。

　・乳児が「百日せき」にかかると重症化する恐れ
がありますので、生後3カ月を過ぎたら、でき
るだけ早く三種混合ワクチンの予防接種をお
願いします。子どもの健康を守るためにも、四
種混合ワクチンの予防接種を希望し、三種混合
ワクチンの接種を遅らせることはお勧めでき
ません。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時	 11月1日㈭午前9時30分～11時30分
対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時	 11月1日㈭午前10時15分～10時30分
対　　象	 平成24年5月15日～6月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
受付日時	 11月27日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象	 7カ月から11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

期　　日 医療機関名

10月14日㈰ 壮幸会行田総合病院

10月21日㈰ 壮幸会行田総合病院

10月28日㈰ 清幸会行田中央総合病院

期　　日 医療機関名

11月 3日㈯ 壮幸会行田総合病院

11月 4日㈰ 清幸会行田中央総合病院

11月11日㈰ 清幸会行田中央総合病院
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女性のための健康講座

　更年期障害や骨粗しょう症など、だんだん自分自身
の健康に自信が持てなくなっていませんか。体に起こ
るさまざまな変化について楽しく学んでみましょう。

場　　所	 保健センター
対　　象	 40～60歳代の女性
定　　員	 30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具　※2日目は運動がで

きる服装でお越しください。
申し込み	 11月13日㈫までに直接または電話で保健

センター

高齢者のインフルエンザ予防接種
期　　間	 10月20日㈯～12月25日㈫
対　　象　次のいずれかに該当し、希望する方（インフルエンザの予防接種は義務ではありません）
	 ①接種日現在65歳以上の方
	 ②接種日現在60歳以上64歳以下の方のうち、心臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障害（1級程度）

がある方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害のある方
接種方法　指定医療機関での個別接種（年度内1回）
費　　用	 1,000円（生活保護受給者は免除）
持 ち 物　予診票（各指定医療機関にあります）、保険証または生活保護受給者証
　　　　　※対象②の方は身体障害者手帳が必要です。
申し込み　指定医療機関へ直接申し込みください。
注　　意　市外の医療機関や障害の程度など不明な点は保健センターに問い合わせください。

【その他の医療機関】

～お手軽運動教室～

　ウオーキング、筋力トレーニング、ストレッチなど、
体を動かすにはさまざまな方法があります。今回はな
じみのある「365歩のマーチ」などの音楽や歌に合わ
せて体操形式で行います。
日　　時	 11月1日㈭・13日㈫
　　　　　午前10時～11時30分
場　　所　「グリーンアリーナ」剣道場
内　　容　リズム体操、ストレッチ、ゲーム方式
講　　師　遠藤良江さん（健康運動指導士）
対　　象　運動に関心のある市民の方
定　　員	 30人（先着順）
持 ち 物　運動しやすい服装、

室内運動靴、飲み
物、タオル、健康
手帳、筆記用具

申し込み	 10月26日㈮までに
直接または電話で
保健センター

日時 内容 講師

11月20日㈫
午後1時30分
～4時

【からだ編】
①講義「加齢に伴う女性
のホルモンバランスの
変化と閉経後の女性に
多い病気について」
②健康度チェック
・身体測定（身長・体格
指数）

・健康チェックシート

①池畑信正さん
（池畑クリニック
院長）

②保健師

11月29日㈭
午後1時30分
～4時

【こころ編】
①グループワーク「女性の
こころの変化と特徴」
②演習「女性のための健康
体操」  リラックスヨガ

①保健師

②上田亜矢子さん
（ヨガインストラクター）

ストレッチとリズムに合わせて体を動かす
（リズム体操）

～女性が元気でいきいきすごすために～

赤 井 胃 腸 科   ☎553―2233 荒 木 医 院 ☎559―3102 石 井 ク リ ニ ッ ク ☎555―3519
池 畑 ク リ ニ ッ ク   ☎556―2295 おくだいら内科クリニック ☎556―7877 加 藤 内 科 医 院 ☎556―3253
川 島 胃 腸 科   ☎553―0001 河 本 耳 鼻 咽 喉 科 ☎555―2626 行 田 岡 田 医 院 ☎557―2311
行 田 協 立 診 療 所 ☎556―4581 行 田 外 科 医 院 ☎556―6125 壮幸会行田総合病院 ☎552―1111
行田中央総合病院 ☎553―2000 栗 原 医 院 ☎556―2272 こばやし小児科・内科 ☎554―9011
小 林 内 科 医 院 ☎552―0362 さかつめ内科医院 ☎553―5202 島 田 ク リ ニ ッ ク ☎556―3980
高 梨 医 院 ☎553―3039 田 代 医 院 ☎553―2351 根 本 医 院 ☎555―1261
野 口 産 婦 人 科 ☎556―4292 ハ ピ ネ ス 診 療 所 ☎559―0082 古田整形外科医院 ☎553―5221
松 原 医 院 ☎553―6700 南川げんきクリニック ☎554―8835 村越メデイカルクリニック ☎556―2549
やまかわ内科クリニック ☎564―1488 吉田記念山本クリニック ☎558―3507

行田ふれあいクリニック ☎555―1155 さきたまクリニック ☎564―6620



222012 . 10　市報 ぎょうだ

　本市では、毎月行政相談を実施しています。行
政相談では、国の行政機関に関する苦情や意見・
要望をお聴きし、その解決や実現を図っています。
▶定例行政相談日　毎月第1・第3月曜日午後1時
30分～3時30分　

▶場所　産業文化会館第1会議室
▶行政相談委員　大沼榮藏さん、西山カツ枝さん、
黒田和男さん

▶その他　総務省関東管区行政評価局でも相談を
受け付けています。
　<行政苦情110番>
　☎0570―090110【FAX】048―600―2336
　【ホームページ】https://www.soumu.go.jp/
hyouka/gyousei-form.html

▶日時	 10月15日㈪午前10時～午後3時
▶場所	 産業文化会館第2会議室
▶内容	 国の仕事などについて
「分からない」「説明に納得で
きない」「処理が間違ってい
るのではないか」などの苦情
や要望を受け付けます。

▶参加費　無料

▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線
252）

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 10月23日㈫※次回11月27日㈫の予約は11
月1日㈭から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室 10月15日㈪、11月5日㈪ 午後1時30分～3時30分

結婚 VIVAぎょうだ 10月21日㈰、11月2日㈮ 午前9時30分～11時30分
（受け付けは午前9時30分～11時）

消費生活多重債務 市役所 10月15日㈪～11月14日㈬の月～金曜日 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 11月14日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 10月18日㈭～11月10日㈯の木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
（電話相談は午後1時～2時）

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 10月16日㈫～11月13日㈫の火・金曜日 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 須加公民館 11月14日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 10月16日㈫ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 11月4日㈰ 午前8時30分～正午 水道課
☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月16日㈫・23日㈫・30日㈫、11月6日㈫・13日㈫ 午後5時15分～7時

（10月15日～11月14日）各 種 相 談

今 月 の 納 税
市県民税・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・4期
介護保険料・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料・・・・・・4期

納期限　 10月31日㈬

　市内における放射線量の状況を把握、監視するために
放射線量の測定を定期的に行っています。測定値につい
ては、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各公民館（土・
日曜日、祝日を除く）で公表しています。
放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行っていま
す。事前に予約が必要となりますので、防災安全課ま
でご連絡ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線 282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

9月19日㈬
午前９時 曇り時々雨 0.06

午後３時 曇り 0.08

放射線量の測定を行っています特設行政相談を開催します特設行政相談を開催します
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▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 11月10日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時	 11月9日㈮午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居ほか
▶主　　催　おしゃべりインコの会

定例子ども映画会
▶日　　時	 10月20日㈯午後２時
▶題　　名	 なかよしおばけ おばけパーティー（42分）
「秋の読書週間」特別映画会
▶日　　時	 11月2日㈮午後２時
▶題　　名	 Mayu まゆ－ココロの星－（123分）
▶内　　容　原作者、大原まゆさんの体験をつづった闘

病記「おっぱいの詩」を映画化。21歳で
乳がんを患いながらも、前向きに生きよう
とする女性の心の成長を描いた物語。

▶出　　演　平山あやさん、三浦友和さん、浅田美代子
さんほか

定例子ども映画会・「秋の読書週間」特別映画会いずれも
▶場　　所　映像ホール
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時	 11月13日㈫午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　 10月27日㈯から11月９日㈮は秋の読書週間です。
図書館では、子どもからお年寄りまで、皆さんの要望に
応えられるよう約26万冊の本を取りそろえています。
　また、体に障害のある方へのサービスとして、対面朗
読（要予約）や録音図書、点字図書の貸し出しも行ってい
ますので、ぜひご利用ください。

・ふくわらい（西加奈子）
・虚像の道化師（東野圭吾）
・お友だちからお願いします（三浦しをん）
・ようかいガマとの（よしながこうたく）
・チビウオのウソみたいなホントのはなし（アクセル・
シェフラー／絵、ジュリア・ドナルドソン／文、ふし
みみさを／訳）

▶日　　時	 11月13日㈫午後1時30分～3時30分
▶場　　所	 中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶定　　員	 80人（先着順）
▶参 加 費	 無料
▶協　　力	 行田朗読の会

▶日　　時	 11月1日㈭・15日㈭（全2回）午前10時～
正午

▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 読み聞かせの基本・実技指導など
▶対　　象	 これからボランティアを始めたい方、また

は活動中の方（経験の浅い初心者）※２日間
参加できる方

▶定　　員	 10人（応募者多数の場合、読み聞かせボラ
ンティア活動未経験の方を優先します）

▶参 加 費	 無料
▶申し込み	 10月31日㈬までに電話で図書館

▶日　　時	 10月17日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 10月27日㈯午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児
▶主　　催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 11月3日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など

ブックスタート

読み語りの会

映画会

午前9時30分～午後7時
10月1日㈪〜5日㈮・9日㈫・15日㈪・22日㈪・
29日㈪・31日㈬、11月5日㈪・12日㈪

秋の読書週間

新 着 図 書

おはなし会

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください

大人のための朗読会

読み聞かせボランティア養成講座（初級編）

※変更となる場合もあります

北河原小 10月16日㈫
星 宮 小 10月17日㈬
桜ヶ丘小 10月18日㈭
南河原小 10月19日㈮
荒 木 小 10月24日㈬
太田西小 10月26日㈮

埼 玉 小 10月30日㈫
泉 小 11月 1日㈭
須 加 小 11月 7日㈬
北河原小 11月 8日㈭
太田東小 11月 9日㈮
北 小 11月13日㈫

移動図書館巡回日程
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目指せ！健康の達人

　8月25日、商工センターで「市民けんこう大学」が開講しまし
た。開講式では、市民の健康状況についての解説や、がん検診
受診の必要性などの講話が行われました。
　同大学は、森林セラピーや行田在来青大豆を使った豆腐づく
りなど、ユニークな講座も実施する予定で、「楽しく学ぶ健康
づくり」をモットーに、健康づくりのさまざまな知識を習得して
いきます。68人の受講生の皆さんは、健康の達人「健康づくり
マイスター」を目指し、真剣なまなざしで受講していました。

夏休みの思い出に　市内施設めぐり

　8月23日、市内の小学生を対象にした市内施設めぐり
が行われました。
　市長室や議場での写真撮影、ものつくり大学の施設や
学生による作品制作現場の見学など、普段なかなか体験
することができないものばかり。子供たちの心には、夏
休みの楽しい思い出の一つとして刻まれたことでしょう。

自然の豊かさを実感

　8月25日、総合公園弓道場南側周辺でいのちを守る森づく
り「第4回みんなで育樹祭」が開催されました。第4回植樹祭
で植樹したシラカシやアラカシなどの生育状況の確認と除草
を目的に実施したもので、植樹祭に参加した71人が参加しま
した。
　昨年植えた苗木は、子どもの背丈ほどまでに成長しており、
参加者は無事に育っていることを確認しました。また、除草
作業中、コオロギやバッタが現れると、子供たちは大はしゃぎ。
参加者は、自分で植樹した場所が自然豊かな場所になってい
ることを実感していました。

消防団員による熱い戦い

　9月9日、消防本部訓練場で第40回行田市消防団消防操
法大会が行われました。
　この大会は、日ごろの消防訓練における基本的な器具操
作・動作の技術を、自動車ポンプの部と小型ポンプの部に分
かれて競うもの。「自分たちの地域は、自分たちで守る」とい
う使命感を持って活動している消防団員の皆さんは、残暑が
厳しい中、迅速かつ正確な操作を披露し、レベルの高い大会
となりました。

写真館

写真館
「埼玉県民500人の力」が設立

　9月4日、埼玉会館（さいたま市）で「映画『のぼうの城』埼玉県
民500人の力」設立大会が行われました。
　映画「のぼうの城」を通して埼玉県の魅力を全国に発信しよう
と、彩の国さいたま魅力づくり推進協議会が設立したもので、上
田県知事や工藤市長をはじめ、行田市議、県議、経営者などが参
加しました。なお、500人の軍勢で豊臣軍に立ち向かった忍城軍
にちなみ、約500人の県内関係者で構成されています。
　今後、本市だけでなく埼玉県の活性化のため、官民が一致団結
してＰＲしていくことを誓い、力強くこぶしを上げていました。

安心で安全なまちに

　9月1日から1カ月間、埼玉県電気工事工業組合行田支部組合
員の皆さんが、本市が管理している道路照明灯の無料点検を実
施しました。
　この点検は、「災害時における電気設備等の復旧に関する協
定」を締結した同組合から、「専門分野である電気設備の点検
に協力したい」との申し出により実現したもので、市内すべての
道路照明灯1,070基の巡回および点検を行いました。
　この取り組みにより、夜間の交通事故や犯罪防止が図られ、安
心で安全な住みよいまちづくりに大きく貢献することでしょう。

オリンピック選手がやってきた！

　8月24日、自衛隊体育学校所属のロンドンオリン
ピック日本代表の11人が太井保育園を訪問しました。
　ほおに日の丸のフェイスペイントをし、色とりどりの
衣装に身を包んだ児童たちは、日本中に感動を与えて
くれた選手の皆さんを大きな拍手で出迎えました。世
界を舞台に戦った選手と触れ合えるまたとない機会と
あって、メダルを触らせてもらったり、握手をしたりと、
誰もが貴重な体験に心を躍らせていました。

フラガールズの華麗なダンスにうっとり

　8月19日、「みらい」文化ホールで「アロハ　フィ　行田
ハワイアンフェスティバル」が開催されました。
　この催しは、各公民館などで活動しているフラ（フラダ
ンス）クラブ・サークルが一同に集まり、行われたもの。華
やかな衣装に身を包み、ステージ上で笑顔を振りまくフラ
ガールズたちに、観客席から温かい拍手が送られていまし
た。
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　8月25日、商工センターで「市民けんこう大学」が開講しまし
た。開講式では、市民の健康状況についての解説や、がん検診
受診の必要性などの講話が行われました。
　同大学は、森林セラピーや行田在来青大豆を使った豆腐づく
りなど、ユニークな講座も実施する予定で、「楽しく学ぶ健康
づくり」をモットーに、健康づくりのさまざまな知識を習得して
いきます。68人の受講生の皆さんは、健康の達人「健康づくり
マイスター」を目指し、真剣なまなざしで受講していました。

夏休みの思い出に　市内施設めぐり

　8月23日、市内の小学生を対象にした市内施設めぐり
が行われました。
　市長室や議場での写真撮影、ものつくり大学の施設や
学生による作品制作現場の見学など、普段なかなか体験
することができないものばかり。子供たちの心には、夏
休みの楽しい思い出の一つとして刻まれたことでしょう。

自然の豊かさを実感

　8月25日、総合公園弓道場南側周辺でいのちを守る森づく
り「第4回みんなで育樹祭」が開催されました。第4回植樹祭
で植樹したシラカシやアラカシなどの生育状況の確認と除草
を目的に実施したもので、植樹祭に参加した71人が参加しま
した。
　昨年植えた苗木は、子どもの背丈ほどまでに成長しており、
参加者は無事に育っていることを確認しました。また、除草
作業中、コオロギやバッタが現れると、子供たちは大はしゃぎ。
参加者は、自分で植樹した場所が自然豊かな場所になってい
ることを実感していました。

消防団員による熱い戦い

　9月9日、消防本部訓練場で第40回行田市消防団消防操
法大会が行われました。
　この大会は、日ごろの消防訓練における基本的な器具操
作・動作の技術を、自動車ポンプの部と小型ポンプの部に分
かれて競うもの。「自分たちの地域は、自分たちで守る」とい
う使命感を持って活動している消防団員の皆さんは、残暑が
厳しい中、迅速かつ正確な操作を披露し、レベルの高い大会
となりました。

写真館

写真館
「埼玉県民500人の力」が設立

　9月4日、埼玉会館（さいたま市）で「映画『のぼうの城』埼玉県
民500人の力」設立大会が行われました。
　映画「のぼうの城」を通して埼玉県の魅力を全国に発信しよう
と、彩の国さいたま魅力づくり推進協議会が設立したもので、上
田県知事や工藤市長をはじめ、行田市議、県議、経営者などが参
加しました。なお、500人の軍勢で豊臣軍に立ち向かった忍城軍
にちなみ、約500人の県内関係者で構成されています。
　今後、本市だけでなく埼玉県の活性化のため、官民が一致団結
してＰＲしていくことを誓い、力強くこぶしを上げていました。

安心で安全なまちに

　9月1日から1カ月間、埼玉県電気工事工業組合行田支部組合
員の皆さんが、本市が管理している道路照明灯の無料点検を実
施しました。
　この点検は、「災害時における電気設備等の復旧に関する協
定」を締結した同組合から、「専門分野である電気設備の点検
に協力したい」との申し出により実現したもので、市内すべての
道路照明灯1,070基の巡回および点検を行いました。
　この取り組みにより、夜間の交通事故や犯罪防止が図られ、安
心で安全な住みよいまちづくりに大きく貢献することでしょう。

オリンピック選手がやってきた！

　8月24日、自衛隊体育学校所属のロンドンオリン
ピック日本代表の11人が太井保育園を訪問しました。
　ほおに日の丸のフェイスペイントをし、色とりどりの
衣装に身を包んだ児童たちは、日本中に感動を与えて
くれた選手の皆さんを大きな拍手で出迎えました。世
界を舞台に戦った選手と触れ合えるまたとない機会と
あって、メダルを触らせてもらったり、握手をしたりと、
誰もが貴重な体験に心を躍らせていました。

フラガールズの華麗なダンスにうっとり

　8月19日、「みらい」文化ホールで「アロハ　フィ　行田
ハワイアンフェスティバル」が開催されました。
　この催しは、各公民館などで活動しているフラ（フラダ
ンス）クラブ・サークルが一同に集まり、行われたもの。華
やかな衣装に身を包み、ステージ上で笑顔を振りまくフラ
ガールズたちに、観客席から温かい拍手が送られていまし
た。
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忍	

伊
藤
　
英
子

頬
な
で
る
風
の
す
が
し
き
星
月
夜

	

佐
間	

須
永
　
節
子

八
十
路
過
ぐ
ず
し
り
と
重
き
残
暑
か
な

	

須
加	

栗
原
か
ね
代

父
母
に
な
き
歳
を
重
ね
て
秋あ

き

茄な
す
び子

	

斎
条	

中
村
　
英
子

朝
焼
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
窓
辺
か
ら

	

荒
木	

髙
澤
よ
ね
子

日
焼
し
て
通
う
自
転
車
高
校
生

	

白
川
戸	

松
本
　
忠
之

苦
労
の
手
見
せ
合
う
老
の
猛
暑
か
な

	

持
田	

小
倉
　
繁
三

来
て
嬉
し
帰
っ
て
ホ
ッ
ト
の
夏
休
み

	

持
田	

丸
山
　
麟
一

鈴
虫
や
心
の
奥
に
あ
る
孤
愁

	

城
西	

八
木
橋
近
蔵

蜩ひ
ぐ
ら
しの
声
聞
く
夕
べ
里
の
暮

	
下
須
戸	

澤
田
　
　
郁

母
と
子
の
連
弾
の
手
や
夏
休
み

	

持
田	

二
瓶
　
弘
子

減
り
つ
つ
も
輝
く
青
田
目
に
う
れ
し

	

桜
町	

吉
岡
　
守
子

流
れ
星
ど
こ
に
ゆ
く
の
か
北
の
空

	

城
南	

千
代
田
富
子

猛
暑
の
中
野
球
一
す
じ
メ
タ
ル
手
に

	

富
士
見
町	

森
　
　
節
子

す
ヾ
虫
や
初
音
の
リ
ズ
ム
優
し
け
り

	

前
谷	

町
田
　
貞
子

涼
風
に
お
洒
落
を
押
さ
れ
若
く
な
り

　
　
　
　
　（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

あ
き
ら
め
な
い
心
で

　
　
　
　
　
　
念
願
の
全
国
の
舞
台
へ

栗
原
朋と
も

也や

さ
ん
（
15
歳
・
下
池
守
）

　
8
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
山
梨
県
甲
府
市
で
開
催

さ
れ
た
第
43
回
全
国
中
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大

会
。
今
月
は
同
大
会
に
初
出
場
し
た
栗
原
朋
也
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
し
て
、

体
操
競
技
に
出
場
し
た
栗
原
茂
さ
ん
を
父
に
持
つ
朋

也
さ
ん
。
自
宅
に
は
、
父
・
茂
さ
ん
の
現
役
時
代
の

写
真
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
そ
の
写
真
を
目
に
し
て
い
た
影
響
か
ら
、

自
然
と
「
体
操
を
や
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込
み

上
げ
、
小
学
2
年
生
の
と
き
に
市
内
の
体
操
教
室
に

通
い
ま
し
た
。

　
遊
び
感
覚
で
体
操
を
始
め
た
朋
也
さ
ん
で
す
が
、

バ
ッ
ク
転
な
ど
す
ぐ
に
高
度
な
技
を
習
得
。「
1
週

間
に
4
回
練
習
が
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
て
し
ょ

う
が
な
か
っ
た
で
す
」
と
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
4

年
生
の
と
き
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲
い
ま
す
。
練
習

中
に
肩
を
脱
臼
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
治
療
し
て

も
何
度
も
肩
が
抜
け
、
一
時
は
体
操
を
あ
き
ら
め
か

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
1
年
間
満
足
な
練
習
が

で
き
ず
、
悔
し
い
経
験
を
し
た
朋
也
さ
ん
は
、
5
年

生
に
な
る
と
目
の
色
を
変
え
、
真
剣
に
練
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
父
が
所
有
し
て
い
た
倉
庫
を
体
操
用
の
練
習
場
に

改
修
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
所
属
し
て
い
た
体

操
教
室
を
辞
め
、
親
子
二
人
三
脚
で
再
出
発
し
た
の

は
6
年
生
の
と
き
。「
以
前
よ
り
も
練
習
時
間
が
増

え
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
父
が
指
導
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、
難
度
の
高
い
技
も
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
集
中
し
て
体
操
に
打
ち

込
む
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
朋
也
さ
ん
は
、
中
学
3

年
生
ま
で
が
参
加
す
る
県
大
会
で
小
学
生
に
し
て
入

賞
す
る
ほ
ど
の
実
力
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
中
学
入
学
後
も
体
操
を
続
け
、
2
年
生
の
と
き
に

は
、
関
東
大
会
に
出
場
。
し
か
し
、
演
技
中
の
ミ
ス

を
引
き
ず
り
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
逃
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
年
の
関
東
大
会
は
、
去
年
の
教
訓
を

生
か
し
「
ミ
ス
を
し
て
も
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
」

と
い
う
並
々
な
ら
ぬ
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
挑
ん
だ

朋
也
さ
ん
。
前
半
の
苦
手
な
規
定
演
技
を
何
と
か
通

過
し
、後
半
は
得
意
の
自
由
演
技
で
挽ば

ん

回か
い

し
た
結
果
、

見
事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
、
去
年
の
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　
初
の
全
国
大
会
は
、
緊
張
か
ら
本
来
の
実
力
を
発

揮
で
き
ず
、
入
賞
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
朋
也
さ
ん
。

「
思
い
切
っ
て
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
…
。
ま
だ
ま
だ

練
習
が
足
り
な
い
で
す
ね
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
将
来
は
父
の
よ
う
に
世
界
大
会
で
活
躍
で
き
る

選
手
に
な
り
た
い
」
と
照
れ
な
が
ら
目
標
を
語
る
朋

也
さ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継

ぐ
少
年
は
、
近
い
将
来
、
世
界
と
い
う
大
舞
台
へ
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「コスモス」（油彩）
　　　　　　金子　一男（旭町）

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
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○10月1日㈪〜31日㈬に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、11月2日㈮午前11時から市役所203会議室で公開抽選を
行います。　

平成23年12月生まれの
お子さんを募集します

　
軽
快
な
音
楽

に
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
体
を
動

か
す
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ダ
ン
ス
。

全
身
の
筋
肉

を
使
う
有
酸

素
運
動
が
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
上
、

肩
こ
り
や
腰

痛
な
ど
に
も

効
果
が
あ
る

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
毎

週
水
曜
日
の
午
後
7
時
30
分
か
ら
8
時
30
分
ま

で
、
忍
･
行
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
「
レ

オ
タ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
運
動
不
足
を
解
消
し
、
楽
し
く
充
実
し
た
生

活
を
送
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
昭
和
60

年
に
結
成
し
た
同
ク
ラ
ブ
。
発
足
時
か
ら
活
動

を
続
け
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
て
、「
当
時
、
ク

ラ
ブ
で
取
り
入
れ
て
い
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン

ス
は
最
先
端
の
運
動
で
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体

を
動
か
す
こ
と
が
、
お
し
ゃ
れ
な
健
康
志
向
の

は
し
り
で
し
た
」
と
語
り
ま
す
。
現
在
は
、
20

～
60
歳
代
と
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

ほ
ほ
笑
む
の
は
講
師
の
小
林
さ
ん
と
田
中
さ
ん
。

ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
し
た
後
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ダ
ン
ス
や
腹
筋
な
ど
を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
行
い
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
で
は
、
翌
日
に
疲
れ

を
残
さ
な
い
よ
う
心
地
よ
い
曲
に
合
わ
せ
て
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
踊

る
な
ど
、
最
新
の
曲
か
ら
懐
か
し
い
曲
ま
で
、

テ
ー
マ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を

使
う
の
で
、
飽
き
ず
に
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
緩
和
す
る
骨
盤

体
操
や
、
美
脚
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
バ
レ

エ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
多
種
多
様
な
体
操
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
続
け
ら
れ
る

の
も
魅
力
の
一
つ
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、

妊
娠
中
で
も
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
て
い
た
方

も
い
ま
し
た
。「
体
調
に
合
わ
せ
て
動
き
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
出
産
後
も

無
理
を
せ
ず
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
体
の
ラ
イ
ン
も
元
に
戻
り
ま
し

た
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
「
無
理
な
く
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
、

今
で
は
レ
ッ
ス
ン
が
生
活
の
一
部
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
美
と
健
康
を
追
求
し
て
い
き
た

い
」
と
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
語
る
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
。
初
心
者
の
方
も
年
配
者
の

方
も
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

並
木　

遥よ
う

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
徹
也
さ
ん　
母
・
晴
美
さ
ん

平
成
23
年
10
月
10
日
生
ま
れ

「
胡
桃
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

久
保
亜あ

妃き

奈な

ち
ゃ
ん（
門
井
町
）

父・雅
章
さ
ん　
母・真
弓
さ
ん

平
成
23
年
10
月
12
日
生
ま
れ

「
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
」

小
林　

寛ひ
ろ

弥や

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父・直
樹
さ
ん　
母・紀
美
さ
ん

平
成
23
年
10
月
23
日
生
ま
れ

「
心
も
体
も
丈
夫
な
子
に
育
っ
て
ね
」

鎌
田　

陽ひ

乃な

ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父・優
一
さ
ん　
母・真
奈
さ
ん

平
成
23
年
10
月
29
日
生
ま
れ

「
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♡
」

大
谷　

光ひ
か
る琉

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
貴
之
さ
ん　
母
・
瞳
さ
ん

平
成
23
年
10
月
13
日
生
ま
れ

「
光
り
輝
く
道
を
歩
ん
で
ね
☆
」

平成 23 年

10月生まれの
おともだち

レオターズ
〜楽しく体を動かすことを原点に〜

▶問い合わせ　小山☎559―2407
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▼
日
時　
10
月
21
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
午
後
2
時　
▼
場
所　
水
城
公

園
市
民
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
）　

▼
内
容　
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん　
▼

主
催　

青
少
年
育
成
行
田
市
民
会

議　
▼
主
管　
浮
き
城
の
ま
ち
行
田

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
▼
後

援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
5
5
6
―

8
3
1
9

▼
期
間　

10
月
2
日
㈫
～
29
日

㈪　
▼
場
所　
行
田
市
内
の
各
店
舗

内　
▼
内
容　
お
店
の
方
が
先
生
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
生

か
し
た
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
30

講
座
開
催　
▼
そ
の
他　
詳
細
は
行

田
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照　
▼
�
・
問　
行
田
商
工
会
議
所

☎
5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時　
▼
場
所　
市
役
所
駐
車

場
周
辺　
▼
内
容　
地
元
商
工
業
者

に
よ
る
物
産
大
バ
ザ
ー
ル
や
時
代
絵

巻
「
の
ぼ
う
の
城
」、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど 

▼
主
催　

行
田
商
工
会

議
所　
▼
問　
同
会
議
所
☎
5
5
6

―
4
1
1
1

▼
日
時　
10
月
20
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
2
時
30
分
※
雨
天
の
場
合

は
10
月
21
日
㈰　
▼
場
所　
市
民
プ

ー
ル
脇
広
場　
▼
内
容　
手
作
り
作

品
即
売
、
バ
ザ
ー
、
団
体
Ｐ
Ｒ
の
展

示
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど　
▼
主
催　
行
田
市
ふ
れ

あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
問　
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
11
月
17
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
１
時　
▼
場
所　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
一
研

修
室　
▼
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
、
幼
児
ま
た
は
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
※
祖
父
母
と
孫
の
組
み

合
わ
せ
も
可　
▼
定
員　
30
人　
▼

参
加
費　

大
人
3
0
0
円
、
小
人

1
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）　

▼
持

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼

�
・
問　
10
月
22
日
㈪
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　

10
月
20
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
3
時
30
分　

▼
場
所　

県

立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　

3
次
元
宇
宙
映
像
や
ロ
ボ
ッ
ト
学

校
、
M
y
は
し
作
り
体
験
教
室
な

ど　
▼
入
場
無
料　
▼
そ
の
他　
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
（http://w

w
w
.center.spec.

ed.jp/

）　

▼
問　

同
セ
ン
タ
ー
☎

5
5
6
―
3
3
1
9

▼
日
時　

①
10
月
23
日
㈫ 

②
10
月

30
日
㈫
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内

容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ

と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
の
発
達
を

促
し
、親
子
の
心
を
癒
す
（
予
約
制
）　

▼
対
象　
①
は
生
後
2
カ
月
～
3
カ

月
の
子
と
そ
の
親 

②
は
生
後
4
カ

月
～
11
カ
月
の
子
と
そ
の
親
※
妊
婦

の
方
も
参
加
可　
▼
定
員　
各
10
組　

▼
参
加
費　
1
組
5
0
0
円　
▼
持

ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル　

▼
�
・
問　

開
催
日
前
日
ま
で
に
「
青
の
時
間
」

高
島
☎
5
5
4
―
5
3
6
1

▼
日
時　
11
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時　
▼
場
所　
も

の
つ
く
り
大
学　
▼
内
容　
研
究
室

企
画
展
示
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
・

ロ
ボ
コ
ン
出
場
作
品
展
示
、
も
の
づ

く
り
体
験
教
室
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
子

ど
も
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ン
ド
演
奏
、
模

擬
店
、
農
産
物
直
売
な
ど　
▼
主
催　

第
12
回
も
の
つ
く
り
大
学
碧
蓮
祭
実

行
委
員
会　
▼
問　
学
生
課
厚
生
係

☎
5
6
4
―
3
8
1
7

▼
日
時　

11
月
17
日
㈯
【
1
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
20
分

【
2
回
目
】
午
後
1
時
30
分
～
3
時

20
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
題
名　
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス　

▼
入
場
料　
【
前
売

り
】
8
0
0
円
【
当
日
】
9
0
0
円　

▼
主
催　
行
田
親
と
子
の
よ
い
映
画

を
み
る
会
ほ
か　
▼
後
援　
行
田
市

教
育
委
員
会
ほ
か　
▼
そ
の
他　
忍

の
行
田
昔
ば
な
し
の
語
り
部
の
会
に

よ
る
「
行
田
の
民
話
」
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。　
▼
問　
北
埼
教
育

会
館
☎
5
5
3
―
0
7
4
4

広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

第
23
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉

健
康
ま
つ
り

三
世
代
交
流

う
ど
ん
打
ち
会

第
12
回
も
の
つ
く
り
大

学
学
園
祭
「
碧
蓮
祭
」

第
1
回
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
街

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」

第
33
回
行
田
商
工
祭
・

忍
城
時
代
ま
つ
り

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
一
般

公
開
「
集
ま
れ
！
〝
セ
ン
タ
ー

探
検
隊
〟」

第
66
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会

イ
ベ
ン
ト

秋
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
体
験
会



29

広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時　
▼
場
所　
テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校　

▼
内
容　
花
と
緑
の
生
産
・
流
通
コ

ー
ス
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ス
、
造

園・環
境
緑
化
コ
ー
ス
に
よ
る
展
示・

販
売
、
園
芸
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト　
▼

問　
同
校
☎
5
5
9
―
1
1
8
7

▼
日
時　
10
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
2
時　
▼
場
所　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場　
▼
内
容　
た
め
に

な
る
「
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
」、

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
・
体

組
成
測
定
な
ど
）、
無
料
健
康
相
談
、

バ
ザ
ー
、
屋
台
（
焼
き
そ
ば
な
ど
の

食
べ
物
や
遊
び
コ
ー
ナ
ー
）
な
ど 

▼
参
加
無
料　

▼
問　

同
病
院
☎

5
5
3
―
2
0
0
0

▼
日
時　
10
月
27
日
㈯
午
前
9
時
50

分
～
午
後
2
時
30
分　
▼
場
所　
県

立
行
田
特
別
支
援
学
校　

▼
内
容　

模
擬
店
、
作
品
展
示
、
学
習
発
表
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流

な
ど　

▼
問　

同
校
☎
5
5
4
―

3
3
0
2

▼
日
時　
10
月
27
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　
▼
場
所　
桜
ヶ
丘
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
【
第
1
部
】
伝

田
ひ
ろ
み
さ
ん
（
さ
い
た
ま
市
議
会

議
員
）
に
よ
る
「
差
別
に
関
す
る
学

習
会
」
―
さ
い
た
ま
市
障
が
い
者
の

権
利
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
か
ら

―
【
第
2
部
】
朝
霧
裕
さ
ん
に
よ

る
「
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
」　

▼

参
加
無
料　
▼
主
催　
行
田
市
障
が

い
者
小
規
模
施
設
連
絡
会　

▼
問　

行
田
の
ぞ
み
園
矢
吹
☎
5
5
3
―

3
1
0
2

▼
日
時　
10
月
14
日
㈰
午
後
1
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　
▼
曲
目　
「
旅
の
夜
風
」、「
夜

明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
」、「
碧
空
」、「
忍

城
」
ほ
か　
▼
入
場
無
料　
▼
主
催　

行
田
市
大
正
琴
連
盟　
▼
後
援　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
㈶
行

田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き

い
き
財
団　
▼
問　
同
連
盟
大
澤
宅

☎
5
5
6
―
5
0
8
5

第
24
回
大
正
琴
演
奏
会

邦
楽
ク
ラ
ブ
民
謡
竹
糸
会
30
周
年

あ
り
が
と
う
感
謝
の
つ
ど
い

も
の
づ
く
り
大
学
市
民

特
別
公
開
講
座

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め

の
医
療
講
習
会

忠
次
郎
蔵「
そ
ば
打
ち

教
室
17
期
生
初
級
」

▼
日
時　
10
月
28
日
㈰
午
後
1
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　
▼
内
容　
邦
楽
演
奏
、民
謡
、

舞
踊
ほ
か
、
小
沢
千
月
さ
ん
（
ゲ
ス

ト
）
が
出
演　
▼
入
場
無
料　
▼
主

催　

邦
楽
ク
ラ
ブ
竹
糸
会　

▼
問　

同
会
大
沼
5
5
4
―
2
6
5
5

▼
日
時　
11
月
4
日
㈰
午
後
1
時
開

演　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学

Ｃ
1
0
2
0
大
講
義
室　

▼
内
容　

【
講
演
】「
映
画
の
裏
側
～
字
幕
の
中

に
人
生
～
」　

▼
講
師　

戸
田
奈
津

子
さ
ん
（
映
画
字
幕
翻
訳
者
）　

▼

定
員　

2
0
0
人
（
先
着
順
）　

▼

入
場
無
料　
▼
�
・
問　
同
大
学
☎

5
6
4
―
3
8
1
9

▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
熊
谷
市
立
商
工
会

館
2
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮
町
2

―
39
）　

▼
内
容　

①
講
演
会
【
第

1
部
】
清
水
昌
美
さ
ん
（
深
谷
赤
十

字
病
院
皮
膚
・
排
出
ケ
ア
認
定
看
護

学
校
法
人
伊
東
学
園
テ
ク
ノ
・

ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
文
花
祭

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
2
0
1
2

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

あ
ん
し
ん
・
安
全
の
街
づ
く
り

弱
者
の
方
々
へ
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

講
座
・
講
演
会

師
）
に
よ
る
「
も
う
一
度
確
認
！
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
と
介
護
支
援
が
必
要
に

な
っ
た
時
」【
第
2
部
】
奥
野
豊
さ

ん
（
埼
玉
県
医
師
会
常
任
理
事
）
に

よ
る
体
験
談
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
に

な
っ
て
」
②
各
種
補
装
具
の
展
示

（
午
前
11
時
～
午
後
4
時
）　
▼
対
象　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
と
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
者　
▼
問　
公
益
社
団
法

人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支

部
☎
0
4
8
―
8
3
5
―
5
2
2
6

（
電
話
受
け
付
け
は
火
・
木
・
土
曜

日
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時
）

▼
日
時　
11
月
17
日
㈯
午
後
2
時
30

分　
▼
場
所　
忠
次
郎
蔵　
▼
内
容　

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
示

さ
れ
ま
す
。　
▼
定
員　
18
人
（
先

着
順
）　

▼
参
加
費　

1
千
円　

▼

持
ち
物　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　
▼

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　
▼

そ
の
他　
希
望
者
に
は
引
き
続
き
中

級
、
上
級
も
用
意
し
て
い
ま
す
。　

▼
�
・
問　

同
法
人
☎
5
5
6
―

9
9
8
8
（
火
～
日
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://

忠
次
郎
蔵.biz

）

教

　
　室
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10
月
22
日
㈪
ま
で
に
新
井
☎
0
8
0

―
6
7
0
3
―
0
1
2
3
【
Ｅ
メ
ー

ル
】m

eap.patch-adam
s0608

above@
ezw
eb.ne.jp

▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
午
前
9
時
開

会　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　
▼
競
技
方
法　
リ
ー
グ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
※
参
加
者
数
な
ど
に
よ

り
変
更
の
場
合
あ
り　
▼
種
目　
ダ

ブ
ル
ス
4
部
門
（
小
学
生
の
部
、
中

学
生
の
部
、一
般
男
子
、一
般
女
子
）　

▼
参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
お
よ
び
行
田
市
バ
ド
ミ
ン

▼
日
時　
11
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
午

前
9
時
30
分
～
午
後
3
時　
▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学　
▼
内
容　
竹
と

ん
ぼ
、
ガ
リ
ガ
リ
と
ん
ぼ
を
作
っ
て

遊
ぶ　
▼
対
象　
小
学
生
以
上
の
方 

▼
参
加
無
料　

▼
共
催　

行
田
市　

▼
問　
同
大
学
☎
5
6
4
―
3
8
1

9▼
日
時　
11
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
午

前
9
時
30
分　
▼
場
所　
も
の
つ
く

り
大
学　
▼
対
象　
市
内
の
小
学
生　

▼
参
加
無
料　
▼
そ
の
他　
10
月
27

日
㈯
・
28
日
㈰
に
工
作
教
室
を
開
催　

▼
共
催　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
日

本
機
械
学
会
関
東
支
部
埼
玉
ブ
ロ
ッ

ク　
▼
問　
学
校
教
育
課
☎
5
5
6

―
8
3
1
6

▼
日
時　
10
月
23
日
～
12
月
25
日
の

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
7
時
30
分
～

9
時
20
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容　

生
き
た
英
会
話
を
楽
し
く
学
ぶ　
▼

会
費　

月
額
1
千
円　

▼
�
・
問　

ト
ン
連
盟
登
録
者　
▼
参
加
費　
一

般
1
組
2
千
円
、
小
・
中
学
生
1

組
5
0
0
円
※
当
日
不
参
加
の
場

合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　
▼
そ
の

他　
一
般
の
部
は
シ
ャ
ト
ル
を
本
部

よ
り
提
供
。
小
・
中
学
生
は
持
ち
寄

り
（
第
2
種
検
定
以
上
の
合
格
球
）　

▼
注
意　
保
険
加
入
の
た
め
、氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
は
正
確
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
�
・
問　

10
月

28
日
㈰
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
笠
原
宅
（
〒
3
6
1
―
0
0
5
4 

行
田
市
城
南
3
―
24
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

☎
5
5
6
―
0
4
6
3
※
問
い
合
わ

せ
は
午
後
1
時
以
降

▼
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼

種
目　
団
体
戦
【
男
子
】
1
部
・
2

部
（
4
単
1
複
方
式
）
1
チ
ー
ム
4

人　
【
女
子
】
1
部
・
2
部
（
2
単

1
複
方
式
）
1
チ
ー
ム
3
人
※
学
生

は
男
女
各
3
チ
ー
ム
ま
で　
▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　
▼

参
加
費　
1
チ
ー
ム
2
千
円
、
学
生

1
千
5
0
0
円
※
連
盟
未
登
録
チ
ー

ム
は
2
千
5
0
0
円
※
当
日
不
参
加

の
場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　
▼

�　
11
月
7
日
㈬
午
後
7
時
ま
で
に

種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

行
田
市
民
卓
球
大
会
受
付
事
務
局
平

塚
宅
（
〒
3
6
1
―
0
0
1
2 

行

田
市
下
須
戸
1
3
9
5
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
9
―
2
5
8
1　

▼
問　

同

事
務
局
平
塚
☎
5
5
9
―
3
7
1
4

広告
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行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

第
40
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

体
験
教
室

　
展
望
タ
ワ
ー
か
ら
の
夕
陽
を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
館
時
間

を
30
分
延
長
し
午
後
5
時
ま
で
営
業

し
ま
す
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま

で
）。　

▼
開
催
日　

11
月
3
日
～

25
日
の
毎
週
土
・
日
曜
日　
▼
そ
の

他　
当
日
午
後
3
時
か
ら
館
内
休
憩

所
で
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供

し
ま
す
。（
入
館
料
大
人
4
0
0
円
、

小
人
2
0
0
円
、
未
就
学
児
無
料
）

▼
日
時　

10
月
17
日
㈬
～
11
月
19

日
㈪
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

（
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜

日
休
室　

▼
場
所　

産
業
文
化
会

館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　

行
田
市
美
術
家
協
会
写
真
部
会
の

作
品
展
示　
▼
入
場
無
料

ス
ポ
ー
ツ

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別

展
第
12
回
写
真
展

古
代
蓮
会
館

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会
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▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
午
前
8
時
15

分
開
会
※
雨
天
の
場
合
は
18
日
㈰　

▼
場
所　
富
士
見
公
園
庭
球
場
ほ
か　

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子　

▼
試
合
方
法　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　

▼
参
加
費　

１
ペ
ア
一
般
１
千
円
、

高
校
生
・
中
学
生
6
0
0
円
※
大
会

当
日
、
受
け
付
け
で
支
払
い　
▼
�　

11
月
2
日
㈮
ま
で
に
行
田
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

【
Ｅ
メ
ー
ル
】conburi.takato@

docom
o.ne.jp　

▼
問　

間
庭
☎

0
9
0
―
1
1
0
5
―
2
5
7
1

▼
日
時　

10
月
25
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
3
時　

▼
場
所　

市
役
所

3
0
7
会
議
室　

▼
内
容　

相
続
・

境
界
線
・
賃
貸
契
約
な
ど
、
不
動
産

に
関
す
る
相
談
会
（
要
予
約
）　

▼

そ
の
他　
状
況
に
よ
り
当
日
受
け
付

け
も
可　
▼
�
・
問　
全
日
本
不
動

産
協
会
埼
玉
県
本
部
流
通
推
進
委
員

長
（
ヤ
マ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
籠こ

宮み
や

☎

0
4
8
―
6
6
2
―
8
4
8
4

▼
日
時　
11
月
4
日
〜
12
月
9
日
の

日
曜
日
（
全
5
回
※
11
月
18
日
を
除

く
）
午
前
10
時
30
分
～
正
午　
▼
場

所　
商
工
セ
ン
タ
ー
2
階
2
0
2
会

議
室　
▼
内
容　
音
楽
と
簡
単
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
を
交
え

た
リ
ズ
ム
遊
び　

▼
対
象　

3
歳

～
未
就
学
児
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者　

▼
定
員　

10
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
子
ど
も
1
千
円
、
保
護

者
1
千
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）　

▼
�　
10
月
6
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
電
話
受
け
付
け

は
同
日
午
後
1
時
か
ら
）

▼
日
時　
11
月
17
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容　
秋
か
ら
春
に
か

け
て
咲
く
草
花
で
大
小
2
つ
の
寄
せ

植
え
を
作
る　
▼
講
師　
伊
藤
弘
充

さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
教
員
）　

▼
対
象　

親
子

（
未
就
学
児
も
可
、
祖
父
母
で
も
可
）　

▼
定
員　

20
組
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費　
2
千
円
（
保
険
料
・
大
小
2

つ
の
材
料
代
）
※
子
ど
も
用
の
追
加

材
料
は
1
つ
5
0
0
円　
▼
�　
10

月
27
日
㈯
午
後
2
時
～
11
月
8
日
㈭

に
同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

▼
日
時　
12
月
8
日
・
22
日
、
平
成

25
年
1
月
12
日
・
19
日
、
2
月
2

日
・
23
日
、
3
月
2
日
・
16
日
の
土

曜
日
（
全
８
回
）
午
前
9
時
～
正
午　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
第
2
会
議

室
ほ
か　
▼
内
容　
日
本
舞
踊
の
実

技
お
よ
び
邦
楽
器
の
体
験　
▼
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生
ま
た
は
高
校
生

（
邦
楽
器
の
体
験
は
小
学
3
年
生
以

上
の
方
）　

▼
定
員　

40
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費　

2
千
5
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）　
▼
�　
11
月
10
日

㈯
午
前
10
時
か
ら
同
館
（
電
話
受
け

付
け
は
午
後
1
時
か
ら
）

▼
日
時　

10
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後
7
時
（
最
終
日
は

午
後
5
時
ま
で
）　

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ　
▼
内
容　
市

内
児
童
の
絵
画
・
書
作
品
約
1
千
点

を
展
示　
▼
入
場
無
料

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口86,129人　男42,881人　女43,248人　世帯数33,554世帯
（平成24年9月1日現在）	 ８月中の異動　出生37人　転入等141人　死亡69人　転出等213人31
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不
動
産
の
事
な
ら

何
で
も
無
料
相
談
会

第
49
回
会
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

リ
ズ
ム
ｄ
ｅ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

子
ど
も
文
化
祭

親
子
で
寄
せ
植
え
教
室

相

　
　談

グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
ク　ラ　ブ　名 日　時 場　所 内　　　　容 対　象 会　費 申し込み・問い合わせ・その他

①ボクササイズ
　ヒーリングクラブ

毎週金曜日午後7時30
分～8時30分 「グリーンアリーナ」

剣道場ほか

ボクシングの動作を取り入
れたエクササイズなどを行
い、脂肪燃焼を促進させて
ダイエット効果を高めます。

18歳以上の方

月額
2,000円 直接または電話でグリーン

アリーナ☎553―3377
※先着順（定員になり次

第入会待ちとしての受
け付けに変更）

※原則として入会は月初
めの開催から

②SAファイトクラブ 毎週土曜日午前10時～
11時

③ピラティスクラブ 毎週土曜日午前11時
10分～午後0時10分

「グリーンアリーナ」
柔道場ほか

バレエやヨガの要素を取り
入れたピラティスを行い、
柔軟性や筋力、バランスを
養い、美容や肩こり、腰痛
などの改善に役立てます。

月額
3,000円
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ア ー ト ギ ャ ラ リ ーア ー ト ギ ャ ラ リ ー

　古代蓮の里東側にある田んぼアートが見ごろを迎えています。これから
秋にかけて稲穂が色付き始め、黄金色に変わります。
　夏の装いとは一味違った田んぼアートを、古代蓮会館展望室からぜひご
覧ください。

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　

忍
城
攻
防
戦
で
は
、
豊
臣
軍
を
率
い
て
水
攻
め
を

仕
掛
け
た
石
田
三
成
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
三
成
と
並
ん
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

武
将
が
い
ま
し
た
。
秀
吉
子
飼
い
の
武
将
の
一
人
、

浅
野
長
吉
（
の
ち
に
長
政
と
改
名
）
で
す
。

　

天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
4
月
、
小
田
原
城
を
包

囲
し
た
秀
吉
は
、
南
関
東
の
北
条
方
の
城
郭
を
攻
略

す
る
た
め
、
豊
臣
軍
と
徳
川
軍
の
武
将
か
ら
な
る
連

合
軍
を
派
遣
し
ま
し
た
。
浅
野
長
吉
は
連
合
軍
の
主

力
の
一
人
と
し
て
下し

も

総う
さ

国の
く
にや
上か

ず
さ総
国の

く
にを
転
戦
し
た

後
、
武
蔵
国
の
岩い

わ

付つ
き

城じ
ょ
うを
攻
略
、
さ
ら
に
上
杉
景
勝

や
前
田
利
家
と
合
流
し
て
鉢は

ち

形が
た

城じ
ょ
うを
開
城
さ
せ
、
石

田
三
成
が
攻
め
る
忍
城
に
進
軍
し
ま
し
た
。

　

秀
吉
は
三
成
に
対
し
て
、
浅
野
長
吉
の
派
遣
と
忍

城
水
攻
め
に
関
す
る
指
令
を
伝
え
て
お
り
、
三
成
も

秀
吉
の
意
に
沿
い
、
水
攻
め
の
た
め
の
築
堤
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
百
戦
錬
磨
の
浅
野
軍
は
、
同
年

7
月
1
日
に
忍
城
皿
尾
口
か
ら
突
入
し
、
成
田
方
の

忍
城
物
語

忍
城
水
攻
め
余
話
2

　浅
野
長
吉
の
活
躍

行田

歴
史
系
譜

7

223

兵
30
余
を
討
ち
取
り
ま
し
た
。
長
吉
は
こ
の
成
果
を

小
田
原
に
い
る
秀
吉
に
報
告
し
ま
し
た
が
、
秀
吉
か

ら
の
返
事
は
「
水
攻
め
を
命
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ

の
よ
う
に
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

や
が
て
、
忍
城
の
開
城
交
渉
が
ま
と
ま
り
、
長
吉

は
豊
臣
軍
の
武
将
、
滝
川
忠た

だ

征ゆ
き

に
あ
て
た
7
月
14
日

付
け
の
書
状
で
、「
今
日
明
日
中
に
忍
城
に
入
れ
る
だ

ろ
う
」
と
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
日
付
け
で

豊
臣
軍
の
武
将
、
木
村
常ひ

た
ち陸
介の

す
けか
ら
忠
征
に
あ
て
た

書
状
に
は
、
忍
城
の
戦
後
処
理
に
携
わ
る
の
は
長
吉

と
自
分
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

7
月
16
日
付
け
の
長
吉
の
書
状
に
は
「
忍
城
を
一
昨

日
に
受
け
取
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
忍
城
の
豊
臣
軍
へ
の
引
き

渡
し
が
7
月
14
日
に
行
わ
れ
、
忍
城
開
城
と
戦
後
処

理
に
長
吉
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
豊
臣
方
の
武
将
た
ち
も
長
吉
に
あ
て
た

書
状
の
中
で
、
忍
城
攻
め
の
功
績
を
た
た
え
て
い
ま

す
。

　

長
吉
は
こ
の
後
、
甲
斐
国
21
万
5
千
石
の
領

主
と
な
り
、
豊
臣
五
奉
行
の
一
人
と
し
て
豊
臣

政
権
を
支
え
、
そ
の
子
孫
は
後
に
、
安あ

き
の
く
に

芸
国
広

島
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
浅
野
家
に
残
さ
れ
た

古
文
書
を
は
じ
め
、
長
吉
と
ほ
か
の
武
将
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
数
多
く
の
書
状
は
、
忍
城
攻

防
戦
の
実
態
を
知
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
史
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

浅野長吉（長政）画像模本
東京大学史料編纂所所蔵

　今
こん

月
げつ

は芸
げいじゅつ

術の秋
あき

にふさわしい施
し

設
せつ

「アートギャラリー」

を紹
しょうかい

介するよ。

　平
へい

成
せい

12 年
ねん

4 月
がつ

にオープンしたアートギャラリーは、産
さん

業
ぎょうぶんか

文化会
かい

館
かん

内
ない

に設
もう

けられた施
し

設
せつ

で、市
し

内
ない

や県
けん

内
ない

で活
かつ

躍
やく

して

いる芸
げいじゅつか

術家の絵
かい

画
が

や版
はん

画
が

など約
やく

40 点
てん

が展
てん

示
じ

されているん

だ。また、市
し

内
ない

の芸
げいじゅつ

術愛
あい

好
こう

家
か

団
だん

体
たい

の作
さく

品
ひん

を展
てん

示
じ

するなど、

芸
げいじゅつ

術の素
す

晴
ば

らしさを発
はっ

信
しん

する施
し

設
せつ

として活
かつ

用
よう

されている

よ。みんなですてきな作
さく

品
ひん

を見
み

にきて、芸
げいじゅつ

術の秋
あき

を満
まん

喫
きつ

し

てくださいね。


